
この度、TEZUKAYAMA GALLERY-VIEWINGにて西本剛己の関西での初個展「NEOLOGISM 21714-21743」を開催いたします。

西本は1988年に筑波大学大学院芸術研究科を修了後、アーティストとして制作活動を始めます。
翌年に開催された初個展「NEOLOGISM/ネオロギズム」でのデビューから現在に至るまで、一貫したアプローチで制作を続けています。
哲学的思想からインスピレーションを受け、ビジュアル化する西本の作品は独創的な視点を内包する作品であるため、ある種難解にも感じますが、作品に
よって構成された空間は圧倒的な存在感を示し、鑑賞者の記憶に強く残ります。

今展の展覧会タイトルは、西本がアーティストとしてキャリアをスタートさせた1989年の個展と同じ「NEOLOGISM/ネオロギズム」です。NEOLO-
GISM(ネオロギズム)とは「教義の新解釈」あるいは「人がまゆをひそめるような新造語」を指す言葉であり、精神医学では分裂症（統合失調症）の患者
にみられる「言語新作癖」にも当てはまります。「その不条理な行為は芸術の欲動と限りなく近い」と西本は言います。
昨今の世界を覆う不条理な状況を西本なりに解釈し作品に込めたメッセージを、鑑賞者も各々の視点から考察して頂ける機会になればと思います。

今展では、6ｍを超える巨大な立体作品など、新作を中心とした約10点の作品で構成した壮大なスケールでのインスタレーションを発表いたします。
是非、この機会にご高覧下さいませ。

【アーティスト・ステートメント】

コロナウイルスが拡がり始め、あちこちの受付けやレジに飛沫防止シートが使われるようになったある日、人の動きやエアコンの風でわずかに揺れる、
ビニルシートの反射を不思議に美しいと感じた。

このシートによって私たちはお互いに遮断されると同時に防護されており、声は聞きづらいが聞こえないわけではなく、相手は滲んで見えるが見えない
わけではない。そして私と相手との間に、これまでの日常で見たことのない、揺らめく光の反射が出現する。今やそれがおよそあらゆる場所に発生して
いる、この煩わしく不条理な日々の風景に、何か新しい未来、あるいは真実としての摂理を感じた。

芸術にとっての美とは、常に畏怖の念と表裏一体であるべきだ。いつもそんな風に考えている私にとって、日常がこれほど示唆に富むものに感じられた
ことはない。コロナ「禍」と感じながらも、自然界からの敬虔な「戒め」の声に耳を傾け、その意味を知りたがる自分がいる。

数年前まで、皆既日蝕をテーマにした作品を作っていた。太陽が月に隠されると、普段は目に見えない太陽のコロナが現れる。本物の皆既日蝕を観た
ときには、その銀色の輝きに足が震えた。コロナとは「王冠」のことだ。人智の及ばない状況にまつわる形態に人が名付けた、その同じ名に導かれるよ
うに、今回の作品たちが一つ一つ私の頭の中に現れ、私を動かして実在となった。

ネオロギズム（NEOLOGISM）とは「教義の新解釈」という意味の言葉だが、精神医学では分裂病（統合失調症）の患者にみられる「新語造語癖」の
ことを指す。その不条理な行為は芸術の欲動と限りなく近いように思われる。21714-21743という数字は、今回の個展会期の、私が生まれから経過し
た日数を示している。
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Takemi Nishimoto

1961   Tokyo, Japan

1988   MFA, Tsukuba University, Ibaraki

SELECTED SOLO EXHIBITIONS

2019    ‘NEOLOGISM ll’ | M Gallery, Tochigi

2016    ‘The Fault’ | Akiyama Gallery, Tokyo

2014    ‘M Gallery, 25th Anniversary’ | M Gallery, Tochigi 

2012    ‘ECLIPSE 2’ | M Gallery, Tochigi  

2009    ‘ECLIPSE’ | M Gallery, Tochigi   

2003    ‘Silent Room’ | INAX Gallery, Tokyo              

2001    ‘Mr.M’s Collection’ | Space U, Gunma

             ‘SPO 3’ | M Gallery, Tochigi

2000    ‘SPO 2’ | 23 Gallery, Tokyo

1999    ‘SPO’ | M Gallery, Tochigi

1998    ‘figure7/0’ | M Gallery, Tochigi

1997    ‘Annunciation: 12938-12959’ | Oregon Moon Gallery, Tokyo

1995    ‘Annunciation: Interruption of Reading’ | Kaneko Art Gallery,                      

         Tokyo

1994    ‘PCUN Declaration’ | G Art Gallery, Tokyo

1992    ‘Criterium’ | Art Tower Mito, Ibaraki

           ‘Pied Cow: Memorial’ | Akiyama Gallery, Tokyo

1992    ‘Pied Cow: Domestic’ | G Art Gallery, Tokyo

1990    ‘Pied Cow: Archives’ | Kaneko Art G1, Tokyo

1989    ‘NEOLOGISM’ | G Art Gallery, Tokyo

SELECTED GROUP EXHIBITIONS, ART FAIRS

2008   ‘Artists in Itabashi’ | Itabashi Art Museum, Tokyo 

2007   ‘DEBLI: Five Slected Artists’ | Gallery le Deco, Tokyo 

2005   ‘Reflections’ | 2005 World Exposition, Aichi

           ‘Artists in Itabashi’ | Itabashi Art Museum, Tokyo 

2004   ‘U-Art 2004’ | Ohara Yugaku Muesum, Chiba

2002   ‘Artists in Itabashi’ | Itabashi Art Museum, Tokyo

           ‘Library of Thought’ | SK Gallery/Suginami City Office, Tokyo

2001   ‘Abduction’ | ParaGLOBE, Tokyo

1995   ‘Experiment 2’ | M Gallery, Tochigi

1992   ‘Each Box or Something Like That’ | M Gallery, Tochigi

                　‘Emerging Artists from Japan’ | White Columns, New York, U.S.A.

         　　  ‘ Installation Age’ | Tokyo Metropolitan Museum of Photography,           

            Tokyo

主な個展

2019　｢NEOLOGISM ll 30年後の帰還｣ | M画廊, 栃木

2016   ｢The Fault｣ | 秋山画廊, 東京   

2014   ｢M画廊25周年記念：西本剛己｣ | M画廊, 栃木

2012   ｢ECLIPSE (触) 2｣ | M画廊, 栃木

2009   ｢ECLIPSE (触)｣ | M画廊, 栃木

2003   ｢西本剛己-静かな部屋｣ | INAXギャラリー, 東京

2001   ｢SPO 3｣ | M画廊, 栃木

          ｢M氏コレクションによる西本剛己展｣ | スペースU, 群馬

2000   ｢SPO 2｣ | 23ギャラリー, 東京

1999   ｢SPO｣ | M画廊, 栃木

1998   ｢figure7/0｣ | M画廊, 栃木

1997   ｢聖告：12938-12959｣ | オレゴンムーンギャラリー, 東京

1995   ｢聖告：読書の中断｣ | かねこアートギャラリー, 東京

1994   ｢PCUN 宣言｣ | Gアートギャラリー, 東京

1992   ｢まだら牛：種族記憶｣ | 秋山画廊, 東京

　　　 ｢クリテリオム｣ | 水戸芸術館, 茨城

1991   ｢まだら牛：DOMESTIC｣ | Gアートギャラリー, 東京

1990     　｢まだら牛：図書保管所｣｜かねこあーとG1, 東京

1989   ｢NEOLOGISM｣ | Gアートギャラリー, 東京

  

 

 sss主なグループ展, アートフェア

2008   ｢05’-07’ 板橋の作家｣ | 板橋区立美術館, 東京

2007   ｢DEBLI セレクトアーティスト5人展｣ | ギャラリールデコ, 東京

2005   ｢02’-04’ 板橋の作家｣ | 板橋区立美術館, 東京

       　｢光と風の庭-群・棲｣ |  ｢愛・地球博｣ 瀬戸日本館, 愛知

2004   ｢幽ART2004」 | 大原幽学史跡公園, 東京

2002   ｢99’-01’ 板橋の作家｣ | 板橋区立美術館, 東京

            ｢思想の図書館｣ | SK画廊, 杉並区役所, 東京

2001      ｢仮説芸術 abuduction｣ | ParaGLOBE, 東京

1995   ｢実験展・2｣ ｜ M画廊, 栃木

1992   ｢それぞれの箱のしくは・ようなもの」| M画廊, 栃木   

             ｢Emerging Artists from Japan」| White Columns, 

             New York, U.S.A.

             ｢インスタレーションエイジ｣ | 東京都写真美術館, 東京

 

   

西本 剛己

1961   東京都生まれ

1988   筑波大学大学院芸術研究科 修了

 □ 作家略歴 | Biography
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 □ 作品 | Artworks

西本剛己 | Takemi Nishimoto

NEOLOGISM 21714-21743 

2021.03.26 Fri - 04.24 Sat

営業時間: 火 - 土 12:00 - 19:00 | 休廊日: 日曜日・月曜日・祝日
OPEN: Tue - Sat 12:00 - 19:00 | CLOSED: Sunday, Monday and Holiday
お問合せ: info@tezukayama-g.com / 岡田 (TEZUKAYAMA GALLERY)

〒550-0015 大阪市西区南堀江1-19-27山崎ビル2F
Yamazaki Bldg. 2F, 1-19-27 Minami-Horie, Nishi-ku, Osaka, 550-0015 JAPAN

t: +81 6 6534 3993 | f: +81 6 6534 3994 | e: info@tezukayama-g.com

 □ 展覧会情報 | Exhibition Info

ディスタンス 21497, 2020, ビニルシート,帆布,鉄,旅客機の模型,モーター,他, H2030 x W1950 x D6750 mm Installation View: 西本剛己:個展「The Fault」 2016/秋山画廊,東京 

(L to R)
対称性の破れ（世界の始まり）
2019
斧、包帯、タイル...他
H1210 x W410 x D380 mm

投錨地 21671
2021
船の錨、鉄、石鹸、透明アクリルにUVプリント...他
H1250 x W370 x D370 mm


